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演題番号：D5

一時的気管内ステント留置後に抜去およびContinuous extraluminal tracheal 
prosthesis （CETP）により治療した犬の気管虚脱の1例
○中森正也 1）2），末松正弘 1）3），谷口哲也 1），小関清人 1），浜本陽平 1），田畑達彦 1），平野隆爾 1）

1）京都動物医療センター呼吸器科，2）乙訓どうぶつ病院，3）AMC末松どうぶつ病院

1．はじめに：気管虚脱は中高齢の小型犬で多く認められる
呼吸器疾患であり、Goose honkingや咳嗽が一般的な症状で
ある。重度の気管虚脱に対しては、気管内ステント留置や
Continuous extraluminal tracheal prosthesis（CETP）を用い
た外科的矯正術が報告されている。今回、気管内視鏡検査後
に気管虚脱が悪化したため、一時的に気管内ステントを留置
し、後日ステントを抜去した後にCETP設置術を実施したた
め、その有効性を検討した。
2．材料および方法：雑種、避妊雌、13 歳 7ヶ月、5.3kg。6
年前より興奮時の咳嗽を呈しており、2ヶ月前より咳嗽の悪
化を主訴に主治医を受診した。対症療法にて改善に乏しく、
原因精査のために紹介来院した。初診時に血液検査、各種画
像検査、全身麻酔下でCT検査、気管内視鏡および気管支肺
胞洗浄検査を実施した。これにより、胸腔入口部での気管虚
脱Grade3、重度の気管粘膜腫脹や粘液貯留が認められた。
検査後に浮腫が悪化したことにより気管虚脱が悪化し、気道
閉塞を生じたため人工呼吸管理下で対症療法を試みるも気管
チューブの抜管が困難であった。そのため、第3病日に気管内
ステントを留置し、人工呼吸器から離脱させ安定化した後、

第 10 病日に気管切開により気管内ステントを抜去し、CETP
設置術を実施した。
3．結　果：CETP設置後は一時的に気管粘膜の肥厚や咳嗽の
悪化が見られたが、呼吸困難や縦隔気腫など合併症は見られ
なかった。第 130 病日に気管内視鏡検査を行い、気管炎は見
られるものの気管切開部の狭窄は見られなかった。第 228 病
日までの経過で、咳嗽は残存するが気道閉塞の所見は見られ
ていない。
4．考察および結語：獣医療において気管内ステントは気管
虚脱に対して有効な手法であるが、咳嗽、ステント破損、感
染、短縮、肉芽形成など様々な合併症の報告がある。設置後
の生存期間中央値は 1338 日とされており、ステントの長期
的な留置に関して動物や飼い主への負担を考慮する必要があ
る。今回、一時的ステント設置後に覚醒、安定化した後に、
ステント抜去およびCETP設置術を実施して長期生存してい
る初の報告となり、QOLも良好に維持されている。急性呼吸
困難の気管虚脱症例に対し、治療法として気管内ステント留
置だけでなく、それを抜去後CETPで矯正することも有効な
処置だと考えた。

演題番号：D6

肺疾患に続発し肺葉捻転を生じた犬の2例
○濱田　興 1），正田晃一 2），田村兼人 3），岩永優斗 1），田中　舞 1），松永朱里 1）

1）Kyoto AR 動物高度医療センター，2）にじょう動物病院，3）たむら動物病院

1．はじめに：肺葉捻転は犬および猫において稀な疾患であ
り、原発性だけではなく肺や胸腔疾患に続発することが知ら
れている。続発性の肺葉捻転は乳糜胸などの胸水貯留に由来
するものが多く、肺疾患に由来するものは少ない。今回、肺
疾患を伴い異なる機序で肺葉捻転を生じた犬の 2 例を経験し
たのでその対応について検討した。
2．材料および方法：症例 1 は 11 歳 0ヶ月齢の去勢雄のポメラ
ニアンであり、本院受診の 2 日前に食欲不振および呼吸困難
を認め、紹介医を受診した。X線検査にて左肺前葉における
不透過性の亢進を認め、本院を受診となった。症例 2 は 5 歳
11ヶ月齢の去勢雄のイタリアングレーハウンドであり、本院
受診の 2 日前にドッグランにて同居犬と衝突後から咳嗽およ
び喀血を認め、紹介医を受診した。X線検査にて右肺前葉に
おける嚢胞を認め、本院を受診となった。2 症例とも本院受
診時にX線検査、超音波検査、CT検査、気管支鏡検査などの
各種検査を実施後、肺葉捻転と診断し肺葉切除を実施した。
3．結　果：症例 1 は紹介医のX線検査と同様の画像所見を
認めたため、左肺前葉における捻転と診断した。また、摘出
した左肺前葉において結節を認め、病理組織学的検査から肺

腺癌と診断した。症例 2 は紹介医のX線検査で右肺前葉にお
ける嚢胞が明らかであったが、捻転は認められなかった。し
かし、本院初診時の画像検査では右肺前葉における嚢胞内貯
留液の増加を認め、嚢胞の背側に右肺中葉が変位し捻転が明
らかとなっていた。2 症例とも肺葉切除後に臨床症状は改善
し、合併症もなく経過は良好である。
4．考察および結語：肺葉捻転は右肺中葉と左肺前葉に好発す
る。過去の報告では肺疾患に由来した肺葉捻転は症例1のよう
に捻転した肺葉に肺疾患が存在するとされている。しかし、
症例 2 において右肺前葉における肺嚢胞が隣接する右肺中葉
の解剖学的位置を変位させ捻転を誘発したと考えられた。ま
た、肺嚢胞は貯留液の増加によりその体積および重量が変化
する可能性があり比較的短期間で隣接する肺葉の解剖学的位
置を変化させる可能性が示唆された。肺葉捻転は致死的とな
りうる疾患であり、右肺前葉における肺嚢胞を認めた場合、
隣接する右肺中葉の肺葉捻転が生じる前になるべく早期に右
肺前葉の外科的切除を実施すべきであると考えられた。 
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